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MVNOの進化と
I IJmioの挑戦

―― I IJが描くモバイル戦略
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MVNOの登場を機に、モバイル通信サービスの自由度は飛躍的に高まった。
本特集では、I IJのMVNO事業の歩み、

パートナー企業との共創、個人向けサービス「I IJmio（アイアイジェイミオ）」の展開、
スマートフォンの最新情報など、多角的なトピックを通して、

モバイルにより “つながる” 私たちの暮らしやビジネスの現在を再考します。
いま
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MNO (Mobile Network Operator)

自社で通信インフラを保有・運営し、通信サービスを提供する事
業者。日本ではNTTドコモ、KDDI、ソフトバンク、楽天モバイル
にあたる。

MVNO (Mobile Virtual Network Operator)

MNOの通信インフラを借りて、通信サービスを提供する事業者。
事業者ごとの付加価値によって多様なサービスが存在する。
フルMVNO：SIMの発行・管理を自社で行なうMVNO。I IJは
日本初のフルMVNOとして2018年からサービスを提供している。

販売代理店モデル
販売代理店として自社ブランドで通信サービスを展開し、顧客管
理や通信インフラはMVNOおよびMNOに任せる事業方式。
I IJにおいてはビックカメラのBIC SIMや日本航空のJALモバイ
ルが該当する。

MVNE (Mobile Virtual Network Enabler)

MNOとMVNOを仲介することで、MVNOを支援する事業者。
MVNOはMVNEのサポートによって専門的なノウハウがなくても
事業を展開できる。業務範囲はMVNE・MVNOによって異なる。

モバイルサービスの裏側：MNO・MVNO・MVNEの関係性と機能分担
MVNOの登場により通信サービスは多様化。
事業者ごとの役割分担が、自由で柔軟なモバイル社会の実現を後押ししています。

ブランディング・
マーケティング・販売

MNO MVNO MVNE+ MVNO 販売代理店モデル

カスタマーサポート

契約管理・請求業務

課金管理
（アカウンティング）

相互接続
（MNOは除く）

SIM管理

通信インフラ

MNO

MNO

MVNE

MVNO

MNO

MVNO

代理店

携帯電話の事業モデル

担
当
す
る
業
務
範
囲

MNO

MVNO

フル
MVNO

67



株式会社ラネット 第4事業本部 本部長

林 裕介（はやし ゆうすけ）

2010年、株式会社ラネット入社。メインビジネスである携帯代理店担当を経て、
「BIC SIM」黎明期の2014年より「BIC SIM powered by I IJ」を担当。家電小売業
界初となる店頭カウンター「BIC SIMカウンター」の開設などに携わる。その後、
SIM関連事業を拡大し、2023年4月より現職。

　株式会社ラネットは、株式会社ビックカメラの子会
社として2002年に創業して以来、携帯電話の販売を
主軸に事業を展開してまいりました。MVNO事業に
おきましては、2013年6月よりI IJとパートナーシップ
を結び、ビックカメラのプライベートブランド商品として
「BIC SIM powered by I IJ」の提供を開始いたしま
した。

I IJとの提携を決断した最大の理由は、圧倒的な
「技術力」にありました。当グループの強みである「販
売力」とI IJの「技術力」を掛け合わせることで、お客
さまに新たな価値を提供する「BIC SIM」が誕生いた
しました。
当初はデータ通信専用SIMからのスタートでしたが、
お客さまから大きな反響をいただき、I IJと協議を重ね
ながら音声通話対応プランのサービス開始や、店頭で
即日開通可能な「BIC SIMカウンター」の設置などを実
現し、ともにMVNO市場の成長を牽引してまいりました。
　近年、さまざまな業種からMVNO事業への参入が

続いておりますが、当社は長年の事業で培った知見を
活かして、これからもI IJと二人三脚で市場の拡大・発
展に貢献してまいります。

独自価値と顧客UXの創出を目指す
MVNO各社の挑戦

＊

通信サービスの品質、
新しい技術への挑戦、

サービスを常に進化させる体制
――パートナーと歩む I IJのモバイル事業

I IJ 常務執行役員 モバイルサービス事業本部長

矢吹 重雄

＊ IMSI（International Mobile Subscriber Identity）は、通信の利用者を識別する番号です。固有の識別子を持つことで、国内外の移動体通信事業者と対等に相互接続が可能になります。

BIC CAMERA
BIC SIMの歩みと展望

特別寄稿編
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日本航空株式会社 マイレージ事業部 事業部長

杉山 寿英（すぎやま としひで）

上智大学卒業後、1991年に株式会社日本エアシステム（現日本航空）入社。以降、
東京空港支店旅客サービス部、国際営業部、法人販売部、グローバル販売部（英国
駐在）などの部署を歴任。現在、マイレージ事業部長を務め、中期経営計画に掲げ
た非航空領域の事業拡大を推進している。

　日本航空（JAL）は、2025年4月より I IJと提携し
「JALモバイル」を開始いたしました。JALモバイルは、
月額440円（データ専用2GB）からという低価格であ
りながら、利用料金に応じてマイルがたまり、特典航
空券をご利用いただける革新的なサービスです。リー
ズナブルな料金体系に加え、マイルがたまるサービス
とすることで、航空会社としての強みを活かした新たな
顧客体験を提供し、予想を大きく上回るご好評をいた
だいています。

JALがモバイル事業に参入した背景には、航空業
界の事業環境の変化があります。航空事業のみならず、
収益基盤の多角化が急務となった際
に注目されたのが、JALの強みであ
るマイレージ事業など非航空事業の
拡大でした。マイレージ事業部は、
JALとお客さまのタッチポイントを拡
大し、多様な分野にマイル利用を広
げることで事業を推進しています。

JALモバイルはこの戦略の重要な
柱に位置づけられています。お客さま
にマイルを還元することで、マイルコ
ミュニティへ入っていただくとともに、
国内線の航空券「どこかにマイル」を
提供するなど、マイルの使い道を充
実させました。これにより、単なる通
信サービスの提供にとどまらず、本業

である航空サービスとの連携を実現すると同時に、お
客さまの満足度を最大限に高めることができると考えて
います。

JALモバイルは、単なる新規事業というだけでなく、
JALの中期経営計画に掲げたマイレージ・ライフスタイ
ル事業の成長戦略において、新規収益基盤、お客さ
まとの関係性強化、新規顧客獲得など、重要な役割を
担うモデルケースとなりました。今後も顧客基盤の強
化やマイル活用の多様化に注力し、航空業界の枠を
超えたライフスタイル全般にサービスを拡張していく予
定です。

当社は携帯電話の販売に約30年
携わっており、多くのお客さまからさ
まざまなお声をいただきました。そう
したお声を反映させたお客さま目線
の「商人（小売業）の通信サービス」
を目指し、「イオンモバイル」サービス
を開始いたしました。
　サービスを提供していくなかで、多
様化する、さまざまなお客さまのニー
ズに対応すべく、小容量でのご利用
向け1GB刻みの「さいてきプラン」、
ご家族で容量をシェアする「シェア
プラン」、60歳以上のシニアの方を
対象とした低料金の「やさしいプラ
ン」など、お客さまのご利用用途に
応じたイオンモバイル独自の通信サ
ービスを、柔軟性の高い I IJモバイル
MVNOプラットフォームサービスを活
用させていただくことで、実現してま
いりました。
　今後、スマートフォンは「マイナンバーカードのスマ
ホ搭載」をはじめ、さまざまな公的サービスと連携し、
利用方法や設定も多様化・複雑化していきます。全国
約200店舗での対面接客を通して、ますます進化する
スマートフォンを安心してご契約・ご利用いただけるよう、
ご提案および売場環境づくりに取り組んでまいります。

　今後の展開としましては、イオングループのさまざま
なサービスとの ID連携を強化し、イオンモバイルとの
シナジー効果により、お客さまの体験価値を高め、生
活をより便利に、豊かにしていきます。お客さまを原点
に、日々の暮らしに貢献できる通信サービスを目指して、
さらなるサービス改善を推進してまいります。

イオンリテール株式会社 住居余暇本部イオンモバイル事業部 事業部長

河野 充宏（かわの みつひろ）

1999年、イオンリテール株式会社に入社。2001年にイオンモバイル事業部携帯電話
バイヤー、2012年に商品部兼営業企画部部長として大手キャリアのスマートフォンの
仕入、営業企画を担当。2014年に格安スマホ「イオンスマホ」、2016年にMVNO
「イオンモバイル」の立ち上げに参画。2020年より現職。

JAL

マイルがたまる「JALモバイル」
AEON

イオンモバイルの顧客目線戦略
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株式会社AIR-U 代表取締役社長

田中 康之助（たなか こうのすけ）

1975年、福岡県生まれ。1997年に日本大学を卒業後、酒類販売企業へ入社。退社
後、大手通信関連サービス企業に入社し、固定回線事業やMVNO事業などに携わ
る。約17年にわたる業界経験を経て、2017年に株式会社AIR-Uを設立し、代表取
締役に就任。

　訪日外国人が日本で滞在中に
快適な通信環境を利用できる重
要性は、旅行者にとっての安心感
や満足度に直結します。AIR-Uは、
こうしたニーズに応えるべく、プリ
ペイドSIMやeSIMサービス、ク
ラウドSIM搭載のモバイルルータ
を展開しています。日本各地で手
軽に利用でき、初めての訪日旅
行者でも安心して使える多言語対
応設計となっています。
　当社が本事業に参入した背景
には「訪日旅行者に “ストレスなく
つながる体験”を届けたい」という強い想いがあります。
利用形態に応じてプリペイドSIMやeSIMを柔軟に選
べる設計とし、開通の簡便さや利用ガイドの多言語対
応など、初めて日本を訪れる方でも安心して利用でき
る工夫を随所に取り入れています。

AIR-Uでは、本事業を単なる「通信提供」ではなく、
日本での体験を豊かにする「ホスピタリティ事業」とし
て位置づけています。旅行者が安心して日本を楽しめ
る環境づくりこそ、AIR-Uのミッションです。
当社が I IJと帯域接続事業で連携している理由は、

その高品質なネットワークと柔軟なMVNO支援体制
にあります。訪日外国人向けサービスは、通信の安定
性や接続エリアの広さ、スピードへの信頼性が何より

重要です。I IJのインフラとノウハウを活用することで、
当社は安心かつ使いやすいSIMサービスの提供を実
現しています。また、迅速な回線提供と柔軟な技術サ
ポートにより、短期間で帯域接続を含むMVNO事業
を立ち上げられたことも大きな後押しとなりました。
　今後もI IJと連携しながら、訪日外国人向けSIM事
業の拡充と品質向上に努めてまいります。そして、観
光業界、空港、宿泊施設などとの連携も視野に入れ
つつ、地域社会とともに利便性と満足度の高いサービ
スを目指します。

AIR-Uはこれからも「また使いたい」と思ってもらえ
る通信体験を、訪日旅行者一人ひとりに届けるため、
技術とサービスを磨き続けてまいります。

　メルカリは、2025年3月に新規事業「メルカリモバ
イル」を立ち上げました。これは単なる通信サービスに
とどまらず、「あらゆる価値を循環させ、あらゆる人の
可能性を広げる」という当社のミッションを具体化する
取り組みです。
　メルカリは、フリマアプリ「メルカリ」のC to C取引
を軸に、B to Cの「メルカリShops」や越境取引、お
金や信用、暗号資産、NFT、時間やスキルといった
多様な価値の循環を推進してきました。そしてメルカリ
モバイルでは、余ったデータ通信量（ギガ）を売買可
能にすることで、お客さまの日常に新たな価値を提供
し、メルカリの多様なサービスをさらに活性化させる仕
組みの実現を目指します。

　メルカリモバイルは、モバイル事業単体での収益化
を目指すとともに、グループ全体のシナジーを生み、
サービス利用を促進させる装置として重要な役割を担
っています。例えば、不要になったモノを「メルカリ」
において販売して得た売上金でギガを買ったり、反対
に余ったギガを売って「メルカリ」でのお買い物に利
用したりと、出品・購入の利便性を高め、メルカリの
エコシステム拡大を図ります。
当社はメルカリモバイルを通じて「あらゆる価値の
循環」をさらに推進し、社会全体に新しい可能性を提
案してまいります。ぜひ、これからの挑戦にご期待く
ださい！

株式会社メルカリ 執行役員CEO Fintech 兼 MVNO事業責任者
株式会社メルペイ代表取締役 CEO

永沢 岳志（ながさわ たけし）

2007年、一橋大学商学部卒業後、NTTコミュニケーションズでマーケティング、事業
開発を担当。その後、米国マサチューセッツ工科大学MBA修了、Amazon Japan、
bitFlyerを経て、2021年に株式会社メルペイ入社。Fintech領域のGrowthを管掌し、
2024年1月より株式会社メルカリ執行役員 CGO 兼 CEO Fintech、株式会社メルペ
イ代表取締役CEOに就任。2025年3月よりMVNO事業責任者を兼任。

AIR-U

訪日外国人向けMVNO事業
MERCARI

メルカリモバイルの価値循環
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I IJは2008年1月にMVNO事業を開始し、
2012年2月、個人向けサービス「I IJmio」で
LTE対応モバイルサービスをスタートした。
その後、2018年3月にはフルMVNOサービスを提供し始め、
2021年4月には I IJmioに「ギガプラン」が加わるなど、
さまざまなサービスの拡充がなされてきた。
ここでは I IJの個人向けMVNO事業の歩みを
年表とともに振り返ってみたい。

I IJ個人向けモバイルサービスの歩み

1415

3月 I IJモバイルMVNO
プラットフォームサービス 
提供開始

6月 フルMVNOを利用した
プリペイド型SIM 提供開始

4月 フルMVNOを
利用したデータeSIM
提供開始

7月 au網 音声eSIM 提供開始

12月 ドコモ網 音声eSIM 提供開始

3月 日本初 L2接続開始

10月 5Gオプション 提供開始

2月 格安SIM IIJmio開始 4月 MVNO業界初
ファミリー通話割引 提供開始

7月 SIMロックフリー端末の
販売サービス
「I IJmioサプライサービス」
を提供開始

I IJmioのように基本的にはWEBでお申し込みいただく場合、物理的な
SIMカードだとカードの到着を待つ必要がありましたが、eSIMなら最短で
当日からご利用いただけるうえに、SIMカードを抜き差しするためにスマホカ
バーを外したりする手間もかかりません。近年はeSIM対応端末が当たり前
になってきており、物理的なSIMカード
スロットが廃止された端末が増えてくると、
さらにeSIMの普及が加速しそうです。

7月 日本初 eSIM対応のデータ通信サービス 提供開始
̶ I IJmio eSIMプラン（ベータ版）

3月 I IJmio eSIMサービス 
データプラン ゼロ 提供開始

ギガプランは、通信サービスに詳しくない
方にはわかりやすいことと、通信サービス
に詳しい方にはさまざまな機能を自由にカ
スタマイズできることの両立を目指したプ
ランでした。そして2／4／8／15／20の
5つのプラン容量でスタートしたところ、当
初は2ギガプランが全体の半数を占めてい
ました。その後、年々データ利用量が増加
し、4ギガや8ギガの申込も増えてきました。
2023年4月、4ギガを5ギガ、8ギガを10
ギガに増量したことで、今では5ギガがも
っとも人気のあるプランになっています。

4月 I IJmioモバイルサービス 
ギガプランを提供開始

6月 I IJmioモバイルサービス 
ギガプランにて
5Gオプション 提供開始

10月 I IJmioモバイルサービス 
ギガプランにて
au網 音声eSIM
提供開始

9月 I IJmioモバイルサービス 
ギガプランにて
ドコモ網 音声eSIM
提供開始

ギガプランを作った際、20ギガあれば十
分だろうと考えていたのですが、「もっと大
きいプランがほしい」という声も聞こえて
きました。そこで利用実態を調べたところ、
他のプランと比較しても、20ギガのデー
タ利用量が年々増大していることが判明。
20ギガでは足りないユーザが増えている
状況が明らかになったため、2024年3月
に30ギガ、40ギガ、50ギガをラインナ
ップに追加し、2025年3月には、20ギ
ガ以上のプランのデータ容量をそれぞれ
5GBずつ増量し、25／35／ 45／55ギ
ガプランに改定しました。

2月 国内コンビニ初
訪日外国人向けプリペイド型eSIM
をローソンで提供開始

3月 I IJmioモバイルサービス 
ギガプランにて
大容量プラン 提供開始

格安SIMサービスの提供開始から約2年、
ついに音声通話機能に対応。I IJのサービ
スに親しみを持っていただけるよう「みお
ふぉん」の愛称がつけられました。翌月に
はMNPにも対応し、これを機に I IJmioの
ユーザ数が急増していきました。ちなみに、
当時のプラン容量はミニマムスタートプラ
ン（1ギガ）／ライトスタートプラン（2ギガ）
／ファミリーシェアプラン（3ギガ）でした。

4月 ナンバーポータビリティー 
提供開始

6月 家電小売り業界初
音声通話機能付きSIMの
当日引き渡しカウンター
「BIC SIM専用受付カウンター」
をビックカメラに設置

10月 訪日外国人向けに
プリペイド型SIMカード
「Japan Travel SIM」を提供開始

3月 音声通話機能付きSIM
（みおふぉん）提供開始

1月 MVNO事業開始

I IJモバイル
MVNOプラットフォーム
サービス

I IJ mio

3月 日本初 フルMVNOサービス 提供開始

4月 フルMVNOを活用した
訪日外国人向けプリペイド型SIM
Japan Travel SIM（1.5GB、3GB） 提供開始
フルMVNOの仕組みを活用したサービスとして新し
い「Japan Travel SIM」の提供を開始。I IJでSIM
カードを作成できることになったので、独自デザインの
SIMカードが使われています。法人向けでもIIJモバイ
ルサービス／タイプ Iとして同時期にリリースされ、監
視カメラや産業用 IoTに活用されています。
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ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
豊
富
な
理
由

豊
富
な
端
末
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
魅
力

IIJm
io

サ
プ
ラ
イ
サ
ー
ビ
ス

IIJm
io

の
特
徴
の
一
つ
に
、
携
帯
端
末
の
豊
富
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
端
末
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
や
ト
レ
ン
ド
、
今
後
の
展
望
な
ど
、
端
末
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
を
紹
介
す
る
。

端
末
選
定
の
ポ
イ
ン
ト

今
後
の
展
望

売
れ
行
き
や
市
場
動
向

●
そ
の
時
々
の
ト
レ
ン
ド
を
捉
え
て
い
る
か

●
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
っ
た
性
能
に
な
っ
て
い
る
か

●
前
モ
デ
ル
に
比
べ
て
進
化
し
て
い
る
か

●
競
合
製
品
と
比
べ
て
強
み
を
持
っ
て
い
る
か

●
価
格
と
性
能
に
納
得
感〝
が
〞あ
る
か

●
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
っ
た
性
能
に
な
っ
て
い
る
か

●
担
当
者
が
ワ
ク
ワ
ク
し
、
面
白
い
と
思
え
る
か

●
価
格
と
性
能
に
納
得
感〝
は
〞あ
る
か

●
日
本
で
販
売
す
る
う
え
で
必
要
な
法
令
を

遵
守
し
て
い
る
（
技
術
適
合
認
定
な
ど
）

●IIJm
io

の
動
作
検
証
を
ク
リ
ア
し
て
い
る

●
日
本
に（
電
話
も
し
く
は
メ
ー
ル
に
よ
る
）

サ
ポ
ー
ト
窓
口
が
あ
る

Ｉ
Ｉ
Ｊ
モ
バ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
事
業
本
部
Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
事
業
部
デ
バ
イ
ス
事
業
推
進
部
デ
バ
イ
ス
サ
ー
ビ
ス
推
進
課
長

永
野
秀
太
郎

ハイエンド

準ハイエンド

ミドルハイ
性能中上、価格中上

性能高、価格高上

性能高、価格高下

ハイエンド

2015～2021年 2025年現在

性能高、価格高

ミドル
性能中～中上、価格中

ミドル
性能中、価格中

エントリー
性能下、価格安

エントリー
性能中下、価格安

端末グレードの変化
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Ｉ
Ｉ
Ｊ
モ
バ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
事
業
本
部
Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
事
業
部

デ
バ
イ
ス
事
業
推
進
部
デ
バ
イ
ス
サ
ー
ビ
ス
推
進
課
長

永
野
秀
太
郎

プ
ロ
レ
ベ
ル
の
撮
影
を

可
能
に
す
る
カ
メ
ラ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
最
前
線

―
―

私
た
ち
の「
相
棒
」
は
ど
う
進
化
す
る
の
か
？

Ａ
Ｉ
の
飛
躍
的
進
化
、
折
り
た
た
み
式
の
普
及
、
カ
メ
ラ
性
能
の
著
し
い
向
上
、

日
常
使
い
を
支
え
る
堅
牢
性
と
急
速
充
電…

…

さ
ま
ざ
ま
な
技
術
革
新
を
通
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
単
な
る
通
信
ツ
ー
ル
と
い
う
枠
を
超
え
、

私
た
ち
の
生
活
に
深
く
溶
け
込
む
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な
相
棒
」
へ
と
進
化
し
つ
つ
あ
る
。

こ
こ
で
は
二
〇
二
五
年
に
発
売
さ
れ
た
モ
デ
ル
の
紹
介
を
交
え
な
が
ら
、
最
新
動
向
を
解
説
す
る
。

折
り
た
た
み
式
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

新
た
な
地
平

motorola razr 50 ultra

Xiaomi 15 Ultra
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Ａ
Ｉ
が
変
え
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験

堅
牢
性
と
デ
ザ
イ
ン
の
両
立

さ
ら
に
進
化
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

急
速
充
電
と
バ
ッ
テ
リ
ー

arrows Alpha

AQUOS wish5

2021



光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル

多
様
化
す
る
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル

高
速
化
が
進
む
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
で
あ
る
が
、
固
定
通
信
の
分
野
に
お
い
て

Ｉ
Ｉ
Ｊ
は
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
「IIJm

io

ひ
か
り
」
を
提
供
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
光
コ
ラ
ボ
の
現
状
を
展
望
し
て
み
た
い
。

Ｉ
Ｉ
Ｊ
モ
バ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
事
業
本
部
Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
事
業
部
営
業
企
画
１
部
企
画
課

春
日
健
人

通
信
速
度
の
高
速
化

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
市
場
の

プ
レ
ー
ヤ
ー

2025年の視点

記事を書いた2013年は「格安スマホ（格安SIM）」がブ
レイクする直前でした。当時は、携帯電話ショップのスタッ
フがSIMカードを取り付けて電話機ごとお渡しするのが一般
的で、SIMカードの存在に気づいていない方も大勢いらっ
しゃいました。そして2020年頃から、SIMカードに相当す
る部品をスマホ内に組み込んで、データをダウンロードして
書き換えるタイプの「eSIM」が普及しました。一時期、皆さ
んが手に取っていたSIMカードは、再びその存在を意識し
ないものになっていくのかもしれません。

小誌で長年連載している「インターネット・トリビア」のなかから、
過去に取り上げた “モバイル” に関する記事をピックアップ！

執筆者による解題「2025年の視点」を新たに加え、“モバイル”の軌跡を振り返る。

再録「インターネット・トリビア」
モバイル編

I IJ 広報部 技術統括部長

堂前 清隆

SIMカードTrivia

I IJ.news vol.119（2013年12月号）掲載　1
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2025年の視点

　携帯電話番号の不足は、この記事を書いたあとも続いて
います。記事中では「2019年に1億8千万回線に達した」と
ありますが、なにしろ2024年末には2億2千万回線を超え
ており、その成長（と、それにともなう不足）はとどまるとこ
ろを知りません。電話番号の再利用も続いていますが、「新
しく契約した電話なのに、前の利用者宛と思われる間違い
電話がかかってきた！」といった話もちらほら聞かれ、少々
気がかりです。なお、これまで慣れ親しんできた「090／
080／070」に加え、2026年からは「060」で始まる番号
の利用も開始される予定です。

2025年の視点

　携帯電話事業者への周波数の割り当ては、当該事業者
の経営全般にも影響するため、大きな話題になります。た
だ、記事でも紹介した通り、他の用途から転用された周波
数帯を使い始めるには、かなりの時間を要します。例えば、
2024年に割り当てが発表された周波数帯は、順調に準備
が進んだ場合でも、利用開始が2030年になるというスケ
ジュールが公表されています。報道などで話題になる時期と、
実際に私たちがスマホで利用できるようになる時期に大きな
違いがあるということも、トリビアの一つかと思います。

スマートフォンの電波を確保する
周波数再編と共用

Trivia Trivia 携帯電話の電話番号が足りない！

I IJ.news vol.168（2022年2月号）掲載
I IJ.news vol.156（2020年2月号）掲載3 2

る
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特設サイト「法人 IT調査レポート」では、
本稿で取り上げた項目以外にも「今年
度の給与のベースアップ状況」や「中
長期的なキャリアのために実践している
こと・やっておいて良かったこと」など、
IT人材に関するリアル
な声を紹介しています。
ぜひこちらもご覧くだ
さい。

情シス・DX部門の
人材不足に関する調査

Q1. 所属部門の人員は不足していますか？ Q3. 人員が補充できた場合、
何を実現・強化したいですか？

Q4. 今後1年間で転職を考えていますか？

Q5.  転職を考えている理由は何ですか？（複数回答可）

Q2. 人材を補充できない理由は何ですか？

約8割が「人員不足」と回答。多くの部門で人材が不足していることが
わかった。部門別で見ると「DX部門・エンジニア・情シス」などの「シ
ステム関連部門」にその傾向がより強く見られた。

補充できない理由は、「応募が少ない」が約57%と「応募はあるが自
社の条件に満たない」をやや上回り、その理由としては「自社のブラン
ド力の低さ」や「給与条件の悪さ」が上位にきた。一方、「応募はある
が自社の条件に満たない」理由としては「保有しているスキル、資格」
や「経験年数」の不足があげられた。

転職を考える理由としては「給与待遇の改善」「キャリアアップ、キャリアチェンジ」が上位にきた。
部門別では「マーケティング・広報」「研究開発」「総務・法務・購買」にその傾向が強く見られた。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 160 170 180

給与や待遇の改善を求めて

キャリアアップ、キャリアチェンジの機会を求めて

会社の方針、方向性に疑問があるため

自社の将来性に不安があるため

ワークライフバランスの改善を求めて

現職の企業文化が合わないため

現職の職場環境（設備、勤務場所など）に不満があるため

人間関係に不満があるため

その他（自由に）「I I J情シスBoost-up Project」は、情報システム関連部門で
働く皆さまに日々の活動や組織運営のヒントとなる情報を
お届けしています。

HP  https://www.iij.ad.jp/svcsol/jboost/

@I I J_ Jboost

のご紹介

 まったく不足していない
 不足していない
 不足している
 非常に不足している

N=1,378

 応募はあるが
 自社の条件に満たない

 応募が少ない

N=327

0 20 40 60 80 100
（％）

10 30 50 70 90

DX関連部門

ITエンジニア・システム関連（情シス・社内IT以外）

情報システム部門・社内IT

マーケテイング・広報

研究開発

営業・販売

一般事務

総務・法務・購買

経理・財務・人事

その他

0 20 40 60 80 10010 30 50 70 90

自社の企業としてのブランド力が低い

自社の給与条件が悪い

自部門のブランド力が低い

自社の企業規模が小さい

自部門の勤務地など地理的制約がある

自社の勤務地など地理的制約がある

自部門の給与条件が悪い

自部門の人数規模が小さい

自社の労働環境が悪い

自部門の労働環境が悪い

自社の企業規模が大きすぎる

自部門の人数規模が大きすぎる

その他

N=187

（件）

● 「応募者が少ない」理由の内訳

● 「応募はあるが自社の条件に満たない」と感じる理由の内訳

0 30 60 90 120 13020 50 80 11010 40 70 100

保有しているスキル、資格

経験年数

年齢、年代

勤務条件

その他

N=140

（件）

57.2％42.8％

（件）

部門別

人員補充できるなら実現したい
トップは「新しい価値創出」で、
「既存業務の負荷軽減」や「既
存業務の質の向上」がそれに
続いた。全部門中もっとも「新
しい価値創出」を強化したいと
回答があったのは「DX部門」
で、「マーケティング・広報」が
それに続いた。一方、一般事
務や管理部門では「既存業務
の負荷軽減」や「質の向上」の
割合が大きく、部門によって人
員補充の目的が異なることが明
らかになった。

N=1,060

 部門内の人材育成強化

 新しい価値、顧客、業務の創出
 既存業務の負荷軽減

 その他

 既存業務の質の向上

DX関連部門

マーケテイング・広報

研究開発

営業・販売
ITエンジニア・システム関連

（情シス・社内IT以外）

情報システム部門・社内IT

その他

経理・財務・人事

総務・法務・購買

一般事務

0 20 40 60 80 10010 30 50 70 90
（％）

部門別

1年以内の転職を「まったく考
えていない」と回答したのは全
体の約3割で、約 7割が転職
の意向を持っていることがわか
った。転職を「まったく考えて
いない」と回答した割合を部
門別で見ると「DX部門」がも
っとも低く、転職の意向が高い
ことがうかがわれた。

情報システム部門・社内IT

研究開発

一般事務

総務・法務・購買

その他

営業・販売

経理・財務・人事
ITエンジニア・システム関連

（情シス・社内IT以外）

マーケテイング・広報

DX関連部門

0 20 40 60 80 10010 30 50 70 90
（％）

部門別

全体

 転職したいと考えている
　　　（まだ行動に移していない）

 まったく考えていない

 転職したいと考えている
　　　（すでに具体的な行動に
 移している）

 機会があれば考えなくもない

N=1,378

N=299

59.7％

3.6％

全体

17.3％
19.4％

10.4％ 1.4％

全体

26.1％

25.8％
36.2％

7.9％

全体

31.6％

46.7％

13.8％
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時
、
ふ
と
意
識
に
現
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

創
造
に
は
「
関
係
性
」
を
見
つ
け
直
す
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
杉
浦
康
平
さ
ん
の
「
ア
ジ
ア
ン

デ
ザ
イ
ン
」
は
、
西
欧
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
し
ば

し
ば
「
要
素
を
削
ぎ
落
と
す
こ
と
で
本
質
を
際
立
た
せ
る
」
ア

プ
ロ
ー
チ
を
と
る
の
に
対
し
、
む
し
ろ
多
様
な
要
素
を
重
ね
合

わ
せ
て
、
そ
の
あ
い
だ
に
流
れ
る
関
係
性
や
リ
ズ
ム
に
深
く
配

慮
す
る
と
い
う
、
異
な
る
美
意
識
に
立
脚
し
て
い
ま
す
。
彼
の

デ
ザ
イ
ン
は
、
削
る
の
で
は
な
く
、「
響
き
合
わ
せ
る
」「
編
み

込
む
」「
共
鳴
さ
せ
る
」
と
い
っ
た
発
想
が
貫
か
れ
て
お
り
、
ア

ジ
ア
的
な
宇
宙
観
や
時
間
感
覚
に
も
通
底
し
て
い
ま
す
。

　

目
に
見
え
る
対
象
の
中
身
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、
周
囲

と
の
響
き
合
い
、
背
景
と
の
呼
応
、
空
気
の
層
に
ま
で
気
を
配

る
│
│
そ
う
い
っ
た
身
体
感
覚
を
と
も
な
っ
た
対
象
と
向
き

合
う
こ
と
は
、
Ａ
Ｉ
に
は
ま
だ
ま
だ
む
ず
か
し
い
領
域
で
す
。

民
藝
の
世
界
、
あ
る
い
は
農
業
や
発
酵
の
営
み
に
お
い
て
も
、

ス
ロ
ー
な
時
間
の
な
か
で
素
材
と
素
材
、
人
と
人
、
環
境
と
身

体
と
の
関
係
性
が
ゆ
っ
く
り
醸
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
重
き
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
仮
に
Ａ
Ｉ
が
提
案
す
る
答
え
が
「
無
駄
を
削

ぎ
落
と
し
」
た
「
最
短
距
離
」
を
い
く
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ

れ
は
既
存
の
枠
組
み
に
お
け
る
話
で
あ
っ
て
、
私
た
ち
人
間
は
、

時
に
は
遠
回
り
し
た
り
、
ス
ロ
ー
な
時
間
を
過
ご
す
な
か
で
、

遊
び
心
の
よ
う
な
も
の
を
持
て
た
時
に
気
づ
き
を
得
て
、
新
た

な
価
値
観
や
枠
組
み
を
紡
ぎ
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

Ａ
Ｉ
の
凄
さ
は
、
ス
ピ
ー
ド
と
精
度
で
す
。
大
量
の
情
報
を

高
速
で
処
理
し
、
論
理
的
な
応
答
を
次
々
と
生
成
す
る
。
し
か

し
一
方
で
、
あ
え
て
「
意
味
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
」
や
「
す
ぐ

に
は
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
」
に
耐
え
る
〝
鈍
さ
〞
は
、
Ａ
Ｉ
が

ま
だ
持
っ
て
い
な
い
力
だ
と
言
え
ま
す
。
人
間
は
、
意
味
が
通

ら
な
い
事
態
に
至
っ
て
、
立
ち
止
ま
り
、
考
え
直
し
、
別
の
視

点
を
持
ち
出
し
ま
す
。
そ
こ
に
、
新
た
な
発
見
の
キ
ッ
カ
ケ
が

潜
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
文
化
人
類
学
者
の
レ
ヴ

ィ=

ス
ト
ロ
ー
ス
が
提
唱
し
た
「
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」│
│
目
的

は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
と
り
あ
え
ず
手
元
に
持
っ
て
お
い
た

も
の
を
、
後
々
何
か
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
役
に
立
て
る
、

と
い
う
活
動
も
ま
た
、
Ａ
Ｉ
が
苦
手
と
す
る
領
域
で
す
。
そ
こ

で
は
、
完
璧
な
設
計
図
よ
り
も
、「
な
ん
と
な
く
役
立
ち
そ
う

だ
」
と
い
っ
た
〝
直
感
〞
が
頼
り
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
ま

さ
に
人
間
の
知
恵
の
か
た
ち
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ヤ
フ
ー
の
「
生
産
性
二
倍
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
、
た
し
か

に
魅
力
的
で
す
し
、
Ａ
Ｉ
の
進
化
が
も
た
ら
す
恩
恵
を
活
か
す

こ
と
は
、
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
不
可
欠
で
も
あ
り
ま
す
。

け
れ
ど
同
時
に
、
生
産
性
で
は
測
れ
な
い
価
値
、
速
さ
で
は
辿

り
つ
け
な
い
気
づ
き
、
正
確
さ
だ
け
で
は
紡
ぎ
出
せ
な
い
関
係

性
│
│
そ
う
い
っ
た
こ
と
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お
い

て
、
人
間
の
仕
事
を
支
え
る
土
台
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
私

た
ち
は
改
め
て
思
い
出
す
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

ス
ロ
ー
で
あ
る
こ
と
、
す
ぐ
に
答
え
を
出
さ
な
い
で
、
立
ち

止
ま
り
、
寄
り
道
を
し
、
迷
う
こ
と
。
そ
う
い
っ
た
営
み
の
な

か
に
、
人
間
の〝
創
造
性
〞
と
い
う
火
種
が
息
づ
い
て
い
る
よ

う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
信
じ
な
が
ら
、
毎
朝
、
田
ん

ぼ
の
草
を
抜
く
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。「
あ
あ
、
め
ん
ど
く

さ
い
！
」「
こ
れ
こ
そ
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
に
や
っ
て
欲

し
い
こ
と
な
ん
だ
け
ど…

…

」
と
思
っ
て
も
、
効
率
性
重
視
の

Ａ
Ｉ
が
こ
ん
な
泥
臭
い
作
業
を
や
っ
て
く
れ
る
は
ず
も
な
い
で

し
ょ
う
が
。

　

二
〇
二
五
年
七
月
一
四
日
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ヤ
フ
ー
は
、
全
従
業

員
約
一
万
一
〇
〇
〇
人
に
業
務
で
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
義
務
付

け
た
と
発
表
し
ま
し
た
。
生
成
Ａ
Ｉ
を
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
活

用
す
る
こ
と
で
、
三
年
間
で
業
務
生
産
性
を
二
倍
に
し
、
継
続

的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
目
指
す
の
だ
そ
う
で
す
。
例
え

ば
、
議
事
録
の
自
動
作
成
、
問
い
合
わ
せ
対
応
の
要
約
、
企
画

書
の
た
た
き
台
づ
く
り
な
ど
、
社
内
の
あ
ら
ゆ
る
業
務
に
生
成

Ａ
Ｉ
を
組
み
込
む
こ
と
で
、
社
員
が
人
間
と
し
て
〝
本
来
の
仕

事
〞
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
と
の
こ
と
で
す
。

　

Ａ
Ｉ
の
時
代
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
│
│
そ
ん
な
印
象
を

抱
か
さ
れ
る
記
事
で
し
た
。
生
産
性
を
上
げ
る
、
す
な
わ
ち

「
よ
り
速
く
」「
よ
り
効
率
的
に
」
と
い
う
流
れ
が
、
Ａ
Ｉ
の
発

展
に
と
も
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
少
し
違
う
レ
ベ
ル
で
加
速

し
そ
う
な
予
感
が
し
ま
す
。

で
は
、
そ
ん
な
時
代
に
な
っ
た
時
、
人
の
〝
本
来
の
仕
事
〞と

し
て
、
い
っ
た
い
何
が
残
る
の
で
し
ょ
う
？　

人
間
は
ど
う
転

ん
で
も
Ａ
Ｉ
の
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
で
仕
事
を
進
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
な
ら
ば
、
そ
う
い
う
仕
事
は
ど
ん
ど
ん
Ａ
Ｉ
に
任

せ
て
、
ス
ピ
ー
ド
重
視
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
、
じ
っ
く
り
と

時
間
を
か
け
て
や
る
べ
き
こ
と
に
集
中
す
る
し
か
な
い
の
で

は
？　

と
元
来
、
怠
け
者
の
筆
者
は
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
反
復
的
な
業
務
や
言
語
処
理
が
効
率

化
さ
れ
る
な
か
、
人
間
は
よ
り
創
造
的
な
仕
事
や
、
判
断
を

要
す
る
仕
事
に
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、「
創
造
」
や
「
判
断
」
と
は
ど
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
な
の

か
を
、
改
め
て
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

Ａ
Ｉ
の
「
速
い
」
推
論
は
、
既
知
の
課
題
を
「
処
理
」
す
る

の
に
は
向
い
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
未
知
の
課
題
に
向
き
合
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
問
い
を
立
て
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
「
価

値
を
生
み
出
す
」
よ
う
な
思
考
に
は
、
む
し
ろ
一
見
無
駄
に
思

え
る
、
人
間
の
「
遅
い
」
推
論
が
欠
か
せ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
ふ
と
し
た
散
歩
の
途
中
で
得
た
着
想
、

雑
談
の
な
か
で
残
っ
た
言
葉
の
引
っ
か
か
り
、
関
係
な
さ
そ
う

に
思
え
た
本
の
一
節
│
│
そ
う
い
っ
た
〝
脇
道
〞
か
ら
、
全

く
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
こ
と
こ
そ
、
必
ず
し
も
効
率

性
重
視
で
は
な
い
、
人
間
の
「
遅
い
」
推
論
が
得
意
と
す
る
と

こ
ろ
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
創
造
」
と
は
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
何
か
を
生
み
出
す

と
い
う
よ
り
、
異
な
る
文
脈
か
ら
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
（
類
推
）
に

よ
り
生
ま
れ
る
も
の
だ
と
筆
者
は
考
え
て
い
ま
す
。
以
前
、
本

連
載
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
を
発
明
し
た

安
藤
百
福
は
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
る
奥
さ
ん
を
見
て
、「
油

で
揚
げ
れ
ば
麺
の
水
分
が
飛
ぶ
」
と
ひ
ら
め
き
、「
瞬
間
油
熱

乾
燥
法
」
の
考
案
に
た
ど
り
着
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ヘ
ン

リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
が
自
動
車
の
組
み
立
て
ラ
イ
ン
を
思
い
つ
い

た
の
は
、
豚
肉
の
解
体
工
場
を
見
学
し
た
こ
と
が
キ
ッ
カ
ケ
で

し
た
。
豚
を
解
体
す
る
ラ
イ
ン
作
業
を
「
逆
に
動
か
す
」
と
い

う
発
想
を
得
て
、
自
動
車
を
効
率
よ
く
組
み
立
て
る
大
量
生
産

方
式
を
思
い
つ
い
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
他
領
域
か
ら
の

「
類
推
」
や
「
視
点
を
ず
ら
す
」
こ
と
で
、
思
い
も
よ
ら
な
い
革

新
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
ま
た
、
ポ
ス
ト
イ
ッ
ト

の
よ
う
に
、
強
力
な
接
着
剤
の
開
発
に
失
敗
し
て
、
弱
い
接
着

剤
が
で
き
て
し
ま
っ
た
時
に
発
想
を
逆
転
し
て
、
簡
単
に
剥
が

せ
る
付
箋
を
作
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
発
想
は
、
常
に
何
か
に
追
い
た
て
ら
れ
て
い
る
状

態
か
ら
は
な
か
な
か
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
考
え
る
時
間
に
余
白
が

あ
り
、
む
し
ろ
、
ス
ロ
ー
に
物
事
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
た
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I I J Sketch & Draw Workshop
I IJのスペシャリストが各企業のお悩みにとことん寄り添い、
解決へ向けたアクションをともに描く、
3日間の無料ワークショップ

I I Jサービスプロダクト推進本部 営業推進部 プロダクトマーケティング課
課長代行

和泉 瑛一

一歩を “ともに描く”ことです。
　ワークショップは3日間で構成されています。初日にお客さまと
対話を行ない、現状や課題を整理します。それをもとに I I Jのス
ペシャリストが社内で状況を深く検討し、2日目に、I I Jの知見に
もとづく対策案やベストプラクティスなどの情報をご案内します。
そして最終日に、検討内容を踏まえて、個別の課題に沿った今後
の方針や実行可能なアクションをともに描き、ワークショップを締
めくくります。
“3日間”という設計には理由があります。効率よりも効果を重
視し、単なる意見交換にとどまらない、実効性ある提言につなげ
るためには、事前準備と内部検討の時間が不可欠なのです。（ワ
ークショップは I I J飯田橋本社での対面実施を基本としています
が、遠隔地や多忙なお客さまに対しては、オンライン形式でも実
施しています）

3つのテーマ
I I J Sketch & Draw Workshopは、以下の3つのテーマを中心

に実施します。
①セキュリティ対策の “鮮度” チェック
　サイバー攻撃の手口は日々進化しています。過去に導入した対
策が、今も有効とは限りません。ワークショップでは、セキュリテ
ィ対策を “鮮度” の観点から見直し、最新の脅威トレンドを踏ま
えたうえで、どこにギャップがあるのかを整理します。これにより、
優先的に強化すべき領域や次にとるべきアクションが明確になり
ます。
②ネットワーク＆WAN最適化
　業務環境のクラウドシフトが進むなか、Microsoft 365の利用

拡大やローカルブレイクアウトの活用など、ネットワーク領域での
最適化は多くの企業にとって共通の課題です。ワークショップで
は、現状のネットワーク構成をもとに、最適化の方向性を検討し、
改善に向けた具体的な方策を探ります。
③脱オンプレ／クラウド移行
　クラウド移行は各社一様ではありません。オンプレミスからの
段階的な移行やマルチクラウドの使い分けなど、自社に合った進
め方が求められます。ワークショップでは、現状を整理し、TCO
（Total Cost of Ownership）比較や移行準備状況を可視化して、
企業ごとにレポートを作成したうえで、今後の移行計画に向けた
具体的なディスカッションを行ないます。

お客さまの声
　これまで300社以上にご参加いただき、多くの反響をいただい
ています。実際に参加いただいたお客さまからは「これほど手間
のかかるワークショップが無料（！）とは驚きです」や「最新のセ
キュリティ動向を踏まえた “グランドデザイン”を一緒に考えられ
たことで、社内の現状把握が一気に進みました」といった評価を
いただいており、課題の可視化、次のアクション、対策の明確化
に貢献できていることを実感しています。

I I J Sketch & Draw Workshopは、単なる製品提案や情報提
供にとどまらず、お客さま1社ごとに真摯に向き合い、ともに課題
を整理し、ともに未来を描くことを目指しています。自社の IT環境
やセキュリティ状況を見つめ直し、次の一歩を踏み出すキッカケと
して、ぜひ本ワークショップをご活用ください。

ITの進化に即して、企業が直面する課題は日々変化していま
す。全体を俯瞰し、的確に対応していくための第一歩として、I I J
はこれからも皆さまに寄り添い、ともに歩んでまいります。

プログラムの狙い
多くの企業が ITインフラやセキュリティに関する

検討・課題に直面した際、まず信頼できる既存のベ
ンダに相談するのは、ごく自然で有効なアプローチ
です。ベンダの提案をもとに、必要な製品やサービ
スを導入し、目の前の課題を解決していくことで、
一定の成果が得られるケースも少なくありません。
　一方、こうした個別最適策を長期的に実施する
と、全体的な整合性や柔軟性が損なわれることもあ
ります。例えば、ある製品の導入が他のシステムとの
整合性に影響を与えたり、個別対応が結果的に運
用の複雑化を招いたりするといったリスクです。ま
た、特定の製品やサービスを前提とした提案では、
企業の本質的な課題や将来的な展望に対する最適
なアプローチが見えにくくなることも考えられます。
　こうしたことから、今、求められているのは、製品あ
りきではなく、企業の現状や課題に真摯に向き合い、ともに最適
解を描いていくパートナーの存在です。そこで I I Jでは「I I J
Sketch & Draw Workshop」を立ち上げました。本ワークショッ
プでは、お客さまの個別の悩みや構想を丁寧にヒアリングし、将
来を見据えた最適な ITインフラの姿をともに描いていきます。

I I J Sketch & Draw Workshopとは？
I I J Sketch & Draw Workshopは、I I Jのスペシャリストが、お

客さまとともに課題を整理し、最適な解決策を探る無料のワーク
ショップです。このワークショップは、よくあるアセスメントサービ
スやコンサルティングとは異なり、I I Jが「答え」だけを提示する
場ではありません。私たちが目指すのは、お客さまと対話を重
ね、潜在的な課題を掘り下げ、新たな視点を共有しながら、次の

3日間のワークショップの流れ

スケッチ ドロー

3031

I I J-eye I I J-eye

お客さまの課題を
ヒアリング

ヒアリングシートに記入いただいた
内容をもとに、お客さまの課題につ
いてうかがいます。

DAY

1
課題に沿った
ナレッジをご紹介

I I Jの知見にもとづく対策案やベスト
プラクティスなどの情報をご紹介し
ます。

DAY

2
課題への対応策
をご提示

お客さまごとの個別の課題に沿って、
最適な構成をご提案します。

DAY

3

プロフェッショナルの視点から、解決策を本気で考えます。
DAY1とDAY2の後には、I I J社内で検討会を開きます。お客さまのお悩みの本質は何か？ 最適なソリューションは？
時にはチームの枠を超えて深く議論し、次回のご提案に備えます。

I I J -eye

ワークショップの3つのテーマ

最新の脅威トレンドに沿ってセキュリティ対策を見直し
•セキュリティ強化の現状整理
•最新トレンドに沿った優先度付け

通信のお悩みを解決し快適なSaaS利活用を実現
• Microsoft 365ネットワーク改善
•ローカルブレイクアウト活用

課題やシステムの現状から今後のあるべき姿を策定
•オンプレミスからの段階移行
•マルチクラウドの使い分け

セキュリティ対策の“鮮度”チェック

1

2

3

ネットワーク＆WAN最適化

脱オンプレ／クラウド移行



イラスト／末房志野（P32,33）

サステナ・レポート

堂前 清隆
I IJ 広報部 技術統括部長

インターネット・トリビア

未来をつくるデータセンター
～環境対策と省エネ効率を追求するエンジニアの挑戦

川上 かをり
I IJ 執行役員 経営戦略本部 サステナビリティ委員会 事務局長

地域の人々をつなぐ、
小さなラジオ局

I IJデータセンターサービス部
データセンター基盤技術課長

堤 優介

サステナブルな未来に向けた

活動にチャレンジしているIIJ

の社員を紹介する「サステナ・

レポート」。第3回は、データ

センター（DC）の構築に携わっ

ている堤優介さんです。

̶̶  堤さんのキャリアを教えてください。

堤：2015年にIIJに中途入社し、一貫してDCの設計や

構築、DCで利用する技術の開発をしています。

̶̶  今、注力している分野は？

堤：DCの環境対策と、AI利用などで高密度化するサ

ーバ向けの水冷技術の研究開発です。米 NVIDIAなど

海外勢が先行するAIインフラに関して、国内でも強化

していくことを国が進めていて、株式会社 Preferred 

Networksと北陸先端科学技術大学院大学と共同で

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発

機構 (NEDO) の公募に採択されました。IIJ は DCイン

フラを担当しています *1。

̶̶  どんなところに仕事のやりがいを感じますか？

堤：社会規模の課題解決につながる取り組みに携わ

っているところです。環境対策や脱炭素化が国際的な

潮流となり、国内もデジタル化・グリーン化に向かってい

ます。DCはその両方に関わっていますが、まだ過渡期

でこれから市場が広がっていく領域が多く、今は手探り

でやっていることや些細な発見が、将来に大きな影響を

与えたり、デファクトスタンダードになる可能性がある。

そのあたりにやりがいを感じています。

̶̶  I IJ ならではの技術はありますか？

堤：DCの空調に外気を使っています。一般には大量

の電気を使う熱交換用設備でサーバの熱を除いてい

ますが、I IJのDCでは外気を活用することで高い省エ

ネ性能を実現しています。PUE*2 では、資源エネルギ

ー庁のベンチマーク制度で1.4 以下という目標が設定さ

れていますが、I IJのDCはすでに業界最高水準の1.3台

を達成しています。松江DCに外気冷却を導入したのは

15年ほど前ですが、現在も高い省エネ性にこだわって

います。一般にDCの空調はサーバ室の温湿度を見て

制御しますが、I I Jではサービス運用部門と連携してサ

ーバの稼働状況を把握できるようにし、「この曜日にバ

ッチ処理が当たって、この時間帯に電力利用が増える」

といった利用傾向も見ながら、空調制御に活かしてい

ます。

̶̶  サービス提供者だからこそできるDC運用です

ね。

堤：白井DCの一期棟でのこの取り組みは、施工会社

の高砂熱学工業と協力して作り、空調・衛生工学会賞

技術賞をいただきました*3。省エネは環境対策だけで

なく、電気コストを下げるメリットもあり事業面でも重要

です。

̶̶  「水冷技術」の開発は、どのような状況ですか？

堤：今はまだメーカ各社の仕様もさまざまで、水冷に対

応するDCであることが強みになる段階ですが、IIJ では

その先の省エネ性や効率性までを見据えた研究開発

を進めています。これまでも国内では標準でなかった外

気冷却方式を採用してイニシアティブをとってきたので、

水冷技術でも業界をリードして環境性能の高い次世代

DC基盤の実用化を進めていきたいです。

＊1 https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2023/1205.html

＊2 PUE （Power Usage Effectiveness）：DCの電力使用効率を示す指標で
1.0に近づくほど効率的とされる。

＊3 https://www.iij.ad.jp/news/iijnews/vol_182/index.html

　インターネット上では、個人間のコミュニケーションから

大規模な動画配信まで、さまざまな情報発信が行なわ

れていますが、インターネット以前から利用されていたメ

ディアの存在意義が失われたわけではありません。技術

的な理由による得手不得手もありますが、各メディアが

作ってきた“空気感” は、簡単には代替できるものでは

ないのです。例えば「ラジオ」が持つ雰囲気は独特で、

同じ「放送」にカテゴライズされる「テレビ」ともまた異

なります。

　日本のラジオ放送は、各地にある大小様 な々ラジオ局

から放送されています。全国共通の番組を放送する

「NHKラジオ第2放送」のような大規模な局もあれば、

都道府県を聴取エリアとしている小規模な局もあります。

さらに、特定の市町村や半径 5kmから15kmだけを

対象にした極小の局もあります。

　こうしたラジオ局は「コミュニティ放送局」として制度化

されています。「コミュニティ」という名称の通り、地域密

着で運営されており、地元のイベントや身近な話題が取

上げられます。多くのコミュニティ放送局では手作りに近

い番組作りが行なわれており、普段はラジオ以外の仕事

をしている地元の方が、交代で放送に出演している局も

あります。放送用設備も最小限で、会議室程度の部屋

にマイクやミキサーを設置してスタジオにしたり、送信用

のアンテナも地域のちょっと高い建物の屋上に間借りして

いるなんてこともあります。

　そうはいっても、きちんと免許が出された立派な放送

局です。放送する番組には責任を持つことが求められ

ており、例えば、放送する番組の基準を定めることが

法令で求められています。こうしたコミュニティ放送局は

全国で340局を超えており、開設に向けて準備中の局

もあります。もしかすると皆さんの地元にもコミュニティ放

送局があるかもしれません。

　地域密着という特性を持つコミュニティ放送局には、

防災情報や災害時の緊急情報を地域の方に伝える役割

が期待されている場合もあります。普段は楽しいトーク番

組を流していながら、いざという時には、行政と連携して

命を守るための情報を発信する準備をしている局も少な

くありません。さらには「臨時災害放送局（臨災局）」と

いう、災害対策に特化した特別な放送局もあります。普

段は通常の放送を行なっていますが、災害発生時に臨

災局が臨時に設置され、防災・減災・災害復興のため

の情報を発信します。

　そうした特別なラジオ局は、総務省の各地方の総合

通信局から送信用設備の貸し付けを受けることができた

り、ラジオ局の免許も口頭で即時発行される場合がある

など、特別な制度が整えられています。

　臨災局は 1995年の阪神・淡路大震災を機に制度化

され、その後、各地で50局以上が設置されています。

2011年の東日本大震災では、東北各県で30局が設置

され、貴重な情報源として活用されました。これらの局

のなかには地域の方により、5年以上にわたって放送を

続けた局もありました。放送内容も避難・災害復興に直

結した情報だけでなく、地域をつなぐ話題へと広がって

いったと聞いています。

　これは、ラジオが単なる情報の伝達手段ではなく、番

組制作スタッフから聴取者まで、そこに集う人たちの「コ

ミュニティ」として機能していた証しであり、ラジオ特有の

フォーマットや空気感があったからこそなしえたと言えるで

しょう。

　東日本大震災以降も大きな災害が発生すると臨災局

が設置されています。こうした局のなかには、インターネ

ットを介した放送の再送信やSNSなどで情報発信を行

なっているところもあります。一度そういった放送を聞い

てみてはいかがでしょうか。
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編集後記

20年ぶりに沖縄を訪れました。雨予報のはずが、待てど暮らせど降りません。
不思議に思ってタクシーの運転手さんに尋ねると、「天気予報は見ません。台
風でも暴風域に入らない限りは」。1週間前から毎日チェックしていた私は、そ
んな答えが返ってくるとは夢にも思わず、頭をガーンと殴られた気分です。小
さなスマホのなかの情報に振り回されていた自分に気づくと同時に、忘れかけ
ていた大事なことを教わった気がしました。（M）／岡山県にある刀剣博物館
を訪れました。約40口の日本刀が、武器というより芸術品のように整然と並ん
でいました。美しさに見入っていたら、展示品のすべてが千葉県船橋市の非公
認キャラクター・ふなっしーの所有物でした。「村正」に興味をもったことをきっ
かけに収集を始めて、現在では約60口の日本刀を所有しているそうです。そ
れらを展示し、入館料の一部を能登半島地震の復興支援に寄付するのだとか。
ふなっしーの印象が大きく変わりました。（Y）／コロナ禍を経て、海外旅行へ
の興味が薄れ、代わりに国内旅行熱が高まりました。海外ほど費用も時間も
かからない分、ちょっといい宿に泊まってゆっくり過ごせるのが嬉しいところで
す。最近では、好きな舞台やコンサート、お笑いライブを地方公演で申し込み、
旅を兼ねて楽しむことも。ご当地の美味しいものと観光、さらに好きなエンタメ
が一気に満喫できる贅沢な時間を過ごしています。（T）／先日老人ホームに入
居している祖父母に会いに行きました。昔から麻雀が好きで部屋でもMリーグ
がずっと流れているくらいの愛好家なのですが、最近は地域のある老人ホーム
に自動の麻雀卓が導入されたようで、そこに集まって老人ホームごとの対抗戦
を行なっており、ホームの代表として戦っているようです。強すぎて他のホーム
の代打ちも任されることもあるそうで、漫画の世界だ！　と微笑ましく聞いて
いました。（S）

インフォメーション

第3回全日本パラフェンシング選手権大会で
筆者が獲得した賞状とメダル

全
日
本
選
手
権
で
二
種
目
優
勝
！

　

海
外
で
は
ほ
ぼ
年
間
を
通
し
て
大
会
が
開
催

さ
れ
て
い
る
車
い
す
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
で
す
が
、去

る
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末
、都
内
で
第
三
回
全
日
本
パ
ラ
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
三
種
目
の
う
ち
、例
年
は
フ

ル
ー
レ
と
い
う
種
目
の
み
の
開
催
で
す
が
、今
年

度
は
フ
ル
ー
レ
・
サ
ー
ブ
ル
・
エ
ペ
の
全
種
目
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
国
内
で
は
年

に
一
度
の
大
き
な
公
式
大
会
で
あ
り
、筆
者
は
二

〇
二
二
年
の
大
会
で
優
勝
し
た
も

の
の
、一
昨
年
・
昨
年
と
も
決
勝
で

敗
れ
て
準
優
勝
で
し
た
。
今
回
は

障
害
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
分
け
て
行
な

わ
れ
る
た
め
、前
回
優
勝
し
た
選
手

と
対
戦
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
す
が
、逆
に
優
勝
の
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
も
か
か
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

種
目
数
の
多
さ
も
あ
っ
て
、午
前

一
〇
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
試
合
は

午
後
六
時
ご
ろ
ま
で
続
き
、体
力
と

集
中
力
を
要
す
る
長
丁
場
と
な
り

ま
し
た
が
、フ
ル
ー
レ
と
エ
ペ
で
優

勝
、サ
ー
ブ
ル
は
準
優
勝
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。
惜
し
く
も
三
種
目
で
優
勝

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、普
段
練
習
し
て
い

る
二
種
目
で
優
勝
で
き
た
の
は
個
人
的
に
も
満

足
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
に
は
友
人
の
ほ
か
、学
校
講
演
で
サ
ポ

ー
ト
い
た
だ
い
て
い
る
日
本
財
団
の
ス
タ
ッ
フ

の
方
や
Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
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員
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
り
、筆
者
が
所
属
す
る
広
報
部
で
は
応

援
う
ち
わ
ま
で
作
っ
て
く
れ
て（
苦
笑
）、力
に

な
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
もYouTube

の
ラ
イ
ブ

配
信
で
多
く
の
方
が
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
皆
さ
ま
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

国
際
大
会
も
そ
う
で
す
が
、車
い
す
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
の
国
内
大
会
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
も
あ
っ
て
、気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
国
内
の
競
技
観
戦
の
機
会
は
非
常
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
が
、読
者
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
一
度
、

足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

表紙の言葉

秋の山道を散策すると、思いもしな
い、楽しい出会いがたくさんあります。
赤、黄色、紫の実が枝を彩り、落ち
葉が足元をやわらかく包みます。時
には動物の足跡なども見つけること
ができるかもしれません。ふと目にと
まる小さな発見が、歩みをゆるめ、心
にそっと灯をともしてくれるのです。

末房志野

I IJアカデミー 第6期の受講生を募集
I IJアカデミーはネットワーク社会の根幹を支える高度な技術を持つ IT人材を増やすことを目的に、
ネットワーク技術とソフトウェア開発技術に精通したエンジニアを育成するプログラムです。
下記日程で第6期の受講生を募集しています。

募集期間 2025年8月18日（月）－2025年10月6日（月）12:00
開講日 2025年11月4日（火）

なお、第7期は2026年3月頃より募集開始予定です。
詳細は、I IJアカデミーWEBサイトをご覧ください。
I IJアカデミーWEBサイト https://www.iij.ad.jp/iijacademy/
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